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新材料は世界を変える
• MOF (北川 進 先⽣のノーベル賞）

＞＞カーボンニュートラルへの貢献
• 半導体素⼦>>ペロブスカイト半導体
• 熱電変換／吸熱発熱材料>>ゼーベック効果・

ペルチェ効果／⽣⽯灰・硝酸アンモニウム
• 磁性材料はじめとする様々な機能材料>>希⼟類元素
• 医療⽤材料＞＞軽⾦属合⾦（チタン／マグネシウム／アルミ系）
• ⾦属系3Dプリンターを活⽤した製品創り
• 無機・有機機能材料＞＞炭素繊維／⽣物由来（蜘蛛の⽷；蓑⾍繊維）

全個体電池 (次世代バッテリー）
• 廃品(材料)の活⽤＞＞粉末にして原料化して

再活⽤
＞＞材料の成分、構造、機能などの

解明に、分析化学技術が不可⽋

MOFのイメージ図
（ノーベル財団提供）

蓑虫の繊維
（興和株式会社 MINOLON 記事より）
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最近の⾯⽩いニュースの例
• ペロブスカイト太陽電池を⾼性能化する添加剤が製品化：−正孔輸送

材料の原料溶液に混ぜ込むだけで太陽電池性能を向上させる材料の普及へ−
（２０２６／２／２:: 産総研マガジン）
・ペロブスカイト太陽電池の性能を向上させる新材料「OA-TFSI」を開発
・劣化原因となる⽔分からペロブスカイト層を守って耐久性を向上し、

変換効率も向上
・開発したOA-TFSIが東京化成⼯業株式会社より製品化され、本材料の普及へ

*1：N. Nishimura, H. Tachibana, R. Katoh, H. 
Kanda, T. N. Murakami, ACS Appl. Mater. Int.
2023, 15, 44859–44866.
*2：N. Nishimura, Chem. Commun. 2025, 61, 
9816.
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産総研発表の記事より



AIに聞いた新規材料開発の例（その１）
開発⽬的： 新規材料は、環境問題、エネルギー問題、医療など、多岐にわたる社会

課題の解決に貢献し、持続可能な社会の実現に不可⽋

研究開発の背景：下記の社会課題に対応する必要性から：
資源の枯渇リスク／ 環境規制の強化／持続可能な発展型社会の実現 など

その具体例：
• ⾃動⾞産業分野＞＞軽量化と環境負荷軽減により燃費向上とCO2排出削減に貢献 

– 炭素繊維強化プラスチック（CFRP）：鋼の約1/4の重量で10倍の強度
– アルミニウム合⾦：⾞体の軽量化に貢献

•  エレクトロニクス・半導体産業分野 ＞＞⾼性能化と省エネルギー化を実現 
– 環境配慮型素材SORPLAS™：再⽣プラスチックを利⽤し、難燃性に優れる
– ニオブ酸リチウム：⾼速な光変調器として、光電融合技術の発展に貢献。
– 次世代LSIやNano Sheet ゲートオールアラウンド（GAA）技術（TSMC）：
半導体には⾰新的素材が不可⽋＞＞ダイアモンド（作製法を含めて）も視野にある

アドバンスコンポジット社の複合材料：エアコンの消費電⼒削減に貢献し、
世界の総電⼒消費量の3%削減を⽬指す。
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AIに聞いた新規材料開発の例（その２）

• 医療分野 ＞＞⽣体適合性と機能性の向上で、治療の質の向上に寄与 
– チタン-ニオブ（Ti-Nb）合⾦：⽣体⽤インプラント材料として、⾻に近い柔らかさ

•  環境・バイオ分野 ＞＞持続可能性と環境負荷低減を追求した素材が開発
– Woodly： ⽊材セルロースを40〜60%含む⾼透明バイオマスプラスチック
– MYCL™の菌⽷体素材： 耐久性と⽣分解性を兼ね備え、建築材料などに利⽤

• ロボット産業分野 ＞＞⾼機能化と汎⽤性の向上に貢献
– ⼈型ロボットのハンド部： 特殊な機能性や耐久性を持つ材料で、⼈並の器⽤さ

５

蓑虫繊維の特性 （興和株式会社MINOLON 記事より）



⾃動⾞AI活⽤
サービス

家電

新たな価値を社会へ

産業⽤機械

半導体
チップ

⾦属シリコン
半導体材料

サプライチェーン ⽔、ガス、材料精錬など
化学、材料系

半導体製造・
品質管理 半導体製造装置や、

測定装置、設計など
機械、電気系

AI活⽤・
サービス提供

AI活⽤サービスや、専⽤チッ
プなど新たな応⽤の創出
電⼦、情報、
ビジネス系

企画・
応⽤利⽤

半導体の新たな利⽤範囲の
拡張

全ての産業（⼯業のみ
ならず、農林⽔産業等に

も展開）

半導体設計

 ⼈財教育の⾼度化
〜半導体利⽤の幅広い教育
（⼈財育成）の必要性〜

 半導体⼈財育成の強化
 ⼤学・企業等と連携した
トップ⼈財育成

川中

川上

川下

半
導

体
製

造

半
導
体
利
⽤

材料化学は世界を変える〜一例として、半導体関連産業から〜

デジタル社会を⽀える重要基盤である半導体を軸にしたサプライチェーン

＜特⾊＞
川上から川下までをカバー

する
半導体関連産業

半導体／DX人材／カーボンニ

ュートラルなどを 一体として
人財育成を考える！！
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AIに聞く：分析化学（計測科学技術）が果たす役割

化学分析とは>> 

物質中に含まれる成分の種類や量、状態などを明らかにするための

技術で、様々な分野で活用され、我々の生活の安全や品質を支えている

様々な分野＞＞

医療・医薬品/ 食品/ 環境モニタリング/ 材料開発（金属、半導体、

セラミックスなど）/ 電池、触媒/ 有機・高分子材料

分析化学は＞＞
人々の健康と安全そして産業の発展に不可欠な役割を担う重要な学問分野

品質管理: 医薬品や食品、化粧品などの製品の安全性や品質を確保する

環境保全: 水質、土壌、大気中の有害物質を分析、環境汚染の監視や対策に貢献

新材料開発: 高機能な新素材の開発には、その成分分析や物性評価が必要

医療技術: バイオマーカーの探索や定量など病気の診断や治療法の開発に貢献

原因究明: 製造トラブルや異物混入の原因を特定し、問題解決に寄与

など
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分析機器の活用の場

計測分析機器技術分野の俯瞰図
（新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

TSC Foredight Vol.26「計測分析機器分野の技術戦略策定に向けて」より）
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分析化学（計測科学技術）が果たす役割と
将来に向けて求められるもの （その１）

• 計測科学技術は、材料化学を含む科学技術の発展に

大きな貢献
＝＞ X線回折／ポーラログラフ／電子顕微鏡／ガス・液クロマトグラフ／

分光分析機器／質量分析機器など、各種分析機器が貢献

さらに、原子レベルの分析（STM, AFM など）技術・機器の開発も

>> 成分／立体構造・結合状態 の解析
分析化学 （重量分析／容量分析／光分析／電磁気分析／電気分析／

クロマトグラフィー／熱分析、さらに、手法を組合せた複合技術分析

（GCーMS, GCーFTIR, GCーAES, LCーMS, LCーFTIR,, LC-NMR, CE-FTIR,

CE-MS, TLC-MS, TLC-FTIR etc.) などが基盤的な分析法として活用されている）

（参考） GC：ガスクロマトグラフィー，MS：質量分析 ， FTIR ： フ ー リ エ 変 換 赤 外 分 光 分 析 ，

AES：原子発光分光分析，LC：液体クロマトグラフィー，NMR：核磁気共鳴分析，CE：キャピラリ ー 

電 気 泳 動 分 析 ， TLC ： 薄 層 ク ロ マ ト グ ラフィー

>> 物性評価と機能発現メカニズムの解明

>> 微量成分の検出と品質の維持
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分析化学（計測科学技術）が果たす役割と
将来に向けて求められるもの （その２）

将来に向けて＞＞

新材料の構造；機能の解明に大きく貢献／各種センサーの開発

など、我が国の得意分野の開発にも繋がっている！

AIに聞く: 将来的な展望は>> 

技術の高度化 （微量物質の検出や多種多様な成分の分析が必要）

社会貢献 （人々の生活の質向上や社会の安心・安全を支える）

学際的連携 （材料科学をはじめとする様々な科学分野と連携し、

新たな分析手法や装置の開発）

新材料開発：
• 複雑な組成の分析（高感度・高分解能）／高速測定機器（リアル

タイム計測) など、これまでには無い新しい計測技術（先端計
測分析技術・機器）の開発など、ブレークスルーが求められる

• AI の活用も、今後、進むことになる
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我が国のこれからの専門の高度人財の養成に求められるもの

求められる素養

１）社会変化に対応できる専門性と柔軟性： 確かな専門技術

２）確かな実務能力 と スピード感：

３）困難に立ち向かうチャレンジ精神：

４）国際性：

５）ダイバーシテイー：

専門人財の育成のための教育(人財育成）手法

１）社会や産業界との連携の必要性

２）個性を活かした人材（人財）育成

３）教育機関（高校・高専・大学など）の連携の必要性

＞＞ 高専教育の取り組みが一つの例となって欲しい！

近未来に向けた人財育成の取り組み
少子高齢化（人口減少）が進む中で、

一人ひとりが輝き活躍できる社会の創出とそれを担う高度人財の育成が必要
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半導体⼈財育成への取組（九州での例）＞＞連携の重要性
○半導体は、5G・ビッグデータ・AI・⾃動運転・ロボティクス・スマートシティ・DX等のデジタ
ル社会を⽀える重要基盤である。経済産業省は半導体・デジタル産業戦略において、国家として
必要となる半導体⽣産・供給能⼒の確保について、国内製造基盤の確保と次世代製造技術の国産
化を進めるよう、⽅向性を⽰すとともに、デジタル推進⼈材育成政策の⽅向性を⽰した。

○例えば、九州地域では、令和4年3⽉末に設⽴された「九州半導体⼈材育成等コンソーシアム」と
連携し、⼤学や⾼専（九州・沖縄地区9⾼専）を中⼼に、全国のすべての学科が半導体に関する
様々な知識・技術を習得できる体制を形成している。

概

要

政府・地⽅⾃治体等

九州半導体⼈材育成等コンソーシアム体制図

産業界

⽀ 援

産業界の
ニーズを伝達

産業界の
ニーズを踏まえた
⼈財育成・供給

⾼専・⼤学
拠点校（★取りまとめ校）
★熊本 、佐世保
実践校（九州・沖縄地区）
久留⽶、有明、北九州、⼤分
都城、⿅児島、沖縄

全国へ展開︕
オンライン授業、企業からの
出前授業、企業現場実習、

インターンシップ等を活⽤し、
全国の⾼専で半導体製造及び

活⽤に係る教育を提供

今 後

等の半導体
関連企業

コンソーシアムの⽬的
①半導体⼈材の育成と確保、②企業間の取引強化、③海外との産業交流促進

ほか、
九州各県

すべての産業

デジタル産業
デジタル
インフラ

半導体

輩出⼈材（All⼤学・⾼専で対応
）

マ
"
ケ
$
ト
の

ボ
リ
)
"
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⾼専発︕「Society5.0型未来技術⼈財」育成事業
（１）Society 5.0の実現に向けた取組

⽬的 Society 5.0時代における高専教育の質保証（カリキュラム点検・教育実践）

GEAR 5.0（未来技術の社会実装教育の⾼度化）

⼀つの学問分野だけで解決できないテーマ（社会課題）を多様なアプローチで課題解決に
結びつける実践的⼈財育成プログラムの開発

農林⽔産

防災・減災・ 防疫

介護・医⼯
マテリアル

エネルギー・環境

KOSEN
GEAR5.0

感染症
リスク除去

･⾼感度ウイルス検出法
･⽣体センシング
･ウイルス不活性化表⾯
･感染防⽌技術など

⾼専発︕「Society5.0型未来技術⼈財」育成事業１

⾼機能 超耐久

再⽣可能資源

IoT バイオ

ロボット ⾒守り 医⼯連携

アシスティブ
テクノロジー

⽔素 電池

省エネ

安全・
安⼼

持続可
能都市

インフラ診断 カーボンニュートラル

健康・食糧
地域共生

風力
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分野連携が必要

全個体電池



研究活動を通じて
・専⾨性の⾼度化
・社会⼈基礎⼒UP
・カリキュラム点検
など

地域課題
×

MCC

企業シーズと地域課題を組み合わせることで解決し製品化
へ

A⾼専 B⾼専 C⾼専

KRA

KEA
ニーズ

教育活動を通じて
・未来技術⼈材育成
・教育好事例の展開
・教育の質保証
など

主体的で⽣涯学び続ける学⽣を継続的に育成するために・・・
GEARとCOMPASSを通じてカリキュラム点検（教育内容・⽅法）
⇒教育実践⇒教育の質保証へ

シーズ・ニーズ
マッチング

社会実装教育等

企業
課

題
教育を研究して、
論⽂化の加速化
（継続的な教育の
質保証）

KOSEN
GEAR5.0

KOSEN
COMPASS5.0

５分野６拠点

7分野15拠点

研究ネットワーク

＜実施事項＞
●到達⽬標の策定
●教材開発
●教育実践
●⾼専への展開

＜得られること＞
●未来技術をリードする
⾼専⽣

●社会ニーズに沿った
教育の⾼度化（教育
内容・⽅法、地域との
連携教育）

●MCCのUPDATE

ニ
ー
ズ

Society5.0により実現する未来技術の時代をリードする、⾼専発︕の未来技術⼈財育成モデルを開発・展
開

＜実施事項＞
●学⽣参画による地域・企業の
課題・解決の社会実装型研究

●⾼専連携型研究
●⼈事交流による集中型研究

＜得られること＞
●研究成果（学⽣の成⻑・全国の
地域創⽣）

●研究ネットワーク（⾼専の研究
⼒）

●分野別の社会ニーズ（教育への
展開）

教
育
展
開

⾒守り 医⼯連携

アシスティブ
テクノロジー

介護・医⼯マテリアル
⾼機能 超耐久

再⽣可能資源

K-
Driv
e

K-
Driv
e

K-
Driv
e

防災・減災・防疫
安全・
安⼼

持続可
能都市K-

Driv
e感染症

リスク除去

エネルギー・環
境電池
システム

エネルギー利⽤

K-
Driv
e

資源
再循環

農林⽔産
健康・
⾷料

バイオプラ
スティック

地域共創
型農業

K-Drive

KO
SE
N

GE
AR
5.0

GEAR-KEAを設
置し、教育効果
の⾒える化推進

KRAとKEAが
連携

GX

DX

半導体 蓄電池

サイバー
セキュリティ

AI・数理デー
タサイエンス ロボット IoT

地
域
連
携

教
育
展
開

再⽣可能エネル
ギー

函館 ⼋⼾ 秋⽥

再⽣可能
エネルギー

ＡＩ・数理データ
サイエンス

旭川 富⼭

半導体

熊本 佐世保

蓄電池

⽯川 新居浜

サイバー
セキュリティ

⽊更津 ⾼知

ロボット

東京 北九州 仙台 広島商
船
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１４教育と研究の連携／産業界との連携が不可欠



⾼専発︕「Society5.0型未来技術⼈財」育成事業
（１）Society 5.0の実現に向けた取組

⽬的 Society 5.0時代における教育の質保証（カリキュラム点検・教育実践）

COMPASS 5.0（次世代基盤技術教育のカリキュラム化）

 未来の産業創造と社会変⾰に向けた新たな価値創造に繋がる最新の基盤技術（AI・
数理DS, ロボット, IoT）を各専⾨技術の⾼度化部分として教育実践

 令和４年度からは新たに半導体分野をも進めてきた。さらに領域を拡⼤して進めている。

ＩｏＴ

広島商船 仙台

（アントレプレナーシップ、
５G含む）

⾼知
（中核拠点校）

サイバーセキュリティ

⼀関 ⽊更津 ⽯川 佐世保

ロボット

北九州東京

KOSEN
COMPASS5.0

⾼専発︕「Society5.0型未来技術⼈財」育成事業２

熊本 佐世保

旭川

ＡＩ・数理データ
サイエンス

富⼭

（ビッグデータ含む）

半導体 令和４年度開始

化学・材料／
分析化学は
どの分野でも
不可欠！

熊本 佐世保
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必要な分野の
素養を
広く網羅

モノ／コトを創り出し,

解析する能力を養成



Mt. Aso  阿蘇山

ご清聴ありがとうございました！！
未来は⾃ら創る！

変化できなければ衰退するのみ！
⼈々と社会が輝く将来へと繋げる！

新材料とその機能解明を担う分析化学は、
社会の基盤として不可⽋

その重要性を改めて理解いただく必要がある！

それを担い推進する⼈「財」の育成は、未来への希望
未来を⾒据えて、チャレンジ精神で
未来社会を担う「⼈財」を育てる！

連携／挑戦／前向きに
多様な視点を持って対応することが求められる！！
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